
丸山 千代子 議員

社会福祉協議会内

6平成23年10月27日

　

特
に
影
響
が
大
き
い
子
ど
も

た
ち
の
健
康
被
害
は
取
り
返
し

が
つ
か
な
い
。

　

放
射
能
の
影
響
は
、
外
部
被

曝
の
ほ
か
に
、
食
物
や
呼
吸
で

体
に
取
り
込
ん
だ
放
射
能
性
物

質
に
よ
る
内
部
被
曝
が
あ
る
。

　

晩
発
性
障
害
を
防
ぐ
た
め
、

学
校
・
保
育
園
給
食
の
安
全
確

保
が
求
め
ら
れ
る
。

（１）　

現
状
と
チ
ェ
ッ
ク
体
制
は
。

（２）　

放
射
性
物
質
の
検
査
を
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

（３）　

安
全
な
給
食
の
提
供
を
。

 

町
内
産
、
県
内
産

 

を
優
先
す
る

　

教
育
部
次
長　

（１）　

国
の

食
品
衛
生
基
準
に
基
づ
い
て
実

施
し
て
い
る
。
市
場
に
出
回
っ

て
い
る
の
は
、
安
全
と
い
う
こ

と
で
納
入
し
て
い
る
が
、
県
内

産
、町
内
産
を
優
先
し
て
い
る
。

参
事　

加
工
食
品
は
、
納
入
業
者

か
ら
製
造
元
・
生
産
地
の
一
覧

表
を
提
出
さ
せ
、
肉
は
三
河
産

で
安
全
確
認
を
し
て
い
る
。

教
育
部
次
長　

（２）　

流
通
し
て

い
る
食
材
は
、
基
準
を
満
た
し

て
お
り
、
安
全
と
判
断
し
て
い

る
た
め
独
自
の
放
射
線
量
検
査

は
し
な
い
。

町
長　

（３）　

簡
易
放
射
能
測
定

器
を
県
町
村
会
に
頼
ん
で
い

る
。
町
内
を
一
度
検
査
し
、
よ

り
安
全
な
も
の
を
食
べ
て
も
ら

え
る
よ
う
に
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
非
核
平
和
宣
言
で
平
和
行
政

の
推
進
を
。

　

健
康
福
祉
部
長　

（１）　

現

在
分
析
中
で
あ
る
。
高
齢
者

の
実
態
把
握
を
し
、
国
の
支

援
ソ
フ
ト
を
活
用
し
て
計
画

に
盛
り
込
む
こ
と
で
す
す
め

て
い
る
。

（２）　

待
機
者
は
55
人
あ
り
、
西

三
河
南
部
圏
域
は
県
下
で
も

2
番
目
に
待
機
者
が
多
く
、

建
設
要
望
を
県
に
働
き
か
け

て
い
る
。

（３）　

高
齢
者
人
口
や
要
介
護
認

定
者
の
増
加
、
介
護
保
険
法

の
改
訂
な
ど
の
影
響
を
盛
り

込
み
な
が
ら
、
介
護
準
備
基

金
を
有
効
に
活
用
し
、
少
し

で
も
高
騰
を
抑
え
た
い
。

 

安
全
な
給
食
の

 

提
供
を

　

放
射
能
汚
染
が
次
々
と

明
ら
か
に
な
る
に
つ
れ
、
食
品

汚
染
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

改
訂
介
護
保
険
法
は
、

「
医
療
・
介
護
・
住
ま
い
・
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
切
れ
目
な

く
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
め
ざ
す
」

と
し
て
い
る
が
、
要
支
援
の
人

た
ち
が
介
護
保
険
を
は
ず
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。

　

来
年
の
第
５
期
介
護
保
険
事

業
計
画
に
、
給
付
抑
制
を
す
る

総
合
事
業
を
盛
り
込
ま
ず
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
す
べ
き

で
あ
る
。

（１）　

ニ
ー
ズ
調
査
の
結
果
は
。

（２）　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の

建
設
を
。

（３）　

保
険
料
の
値
上
げ
を
せ
ず

高
齢
者
が
安
心
し
て
利
用
で

き
る
制
度
に
。

一般質問

介
護
保
険
料
の
値
上
げ
を
し
な
い
で

基
金
の
活
用
で
高
騰
を
抑
え
る

問

答



鈴木 雅史 議員

大草地内ふれあい農園

7 平成23年10月27日

　

農
業
者
の
高
齢
化
・
後

継
者
不
足
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、

遊
休
農
地
・
耕
作
放
棄
地
の
拡

大
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

（１）　

水
田
お
よ
び
畑
地
に
お
け

る
利
用
権
設
定
の
状
況
は
。

（２）　

畑
地
の
遊
休
農
地
化
に
対

す
る
対
策
は
。

（３）　

特
定
農
地
貸
付
け
に
関
す

る
農
地
法
の
特
例
に
関
す
る

法
律
の
適
用
状
況
は
。

（４）　

農
地
の
貸
借
に
対
す
る
情

報
提
供
は
。

（５）　

非
農
家
の
中
に
農
業
に
対

し
意
欲
の
あ
る
人
も
あ
る
と

思
う
が
、
門
戸
を
広
げ
る
よ

う
な
対
応
を
考
え
て
い
る
か
。

　

環
境
経
済
部
長　

（１）　

農

地
全
体
の
利
用
権
設
定
率
は

32
・
3
％
、
そ
の
内
、
畑
は

１
９
４
筆
、21
万
８
８
７
４
㎡
。

（２）　

農
業
委
員
会
に
よ
る
指
導

や
勧
告
を
強
化
し
、
Ｊ
Ａ
あ

い
ち
三
河
と
の
連
携
で
解
消

に
努
め
る
。

（３）　

町
の
幸
田
ふ
れ
あ
い
農
園

（
大
草
）
と
Ｊ
Ａ
が
芦
谷
に

開
設
し
た
ふ
れ
あ
い
農
園
が

あ
る
。

（４）　

Ｊ
Ａ
で
情
報
提
供
を
し
て

い
る
。

（５）　

農
業
改
良
普
及
所
や
農
業

大
学
校
と
連
携
を
と
る
。

 

侵
入
竹
林

 　
　

対
策
は

　

今
、
全
国
各
地
で
竹
林

の
拡
大
が
大
き
な
問
題
と
な
っ

て
い
る
。

（１）　

今
ま
で
お
こ
な
っ
た
竹
林

対
策
の
検
討
状
況
・
施
策
は

ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

（２）　

農
用
地
は
農
地
法
の
適

用
、
山
林
は
森
林
法
の
適
用

を
受
け
る
と
思
う
が
、
山
林

の
所
有
者
に
対
す
る
適
正
管

理
の
規
定
は
。

（３）　

幸
田
町
に
お
け
る
山
林
・

竹
林
の
面
積
は
。

（４）　

山
林
の
所
有
者
の
人
数
、

そ
の
所
有
者
に
対
し
適
正
な

管
理
の
働
き
か
け
は
。

（５）　

過
去
に
お
こ
な
っ
た
駆
除

対
策
試
験
の
結
果
は
。

 

所
有
者
に

 

管
理
を
う
な
が
す

　

環
境
経
済
部
長　

（１）　
Ｎ

Ｐ
Ｏ
団
体
に
あ
い
ち
モ
リ
コ

ロ
基
金
の
紹
介
を
し
て
い
る
。

（２）　

森
林
・
林
業
基
本
法
に
は

管
理
規
定
は
な
く
努
力
義
務

が
あ
る
。

（３）　

森
林
面
積
は
24
万
２
７
６

６
ha
、
竹
林
は
８
９
５
１
ha

あ
る
。

（４）　

約
３
６
０
０
人
ほ
ど
の
所

有
者
が
い
る
。
所
有
者
に
管

理
を
う
な
が
し
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
働
き
か
け
る
。

（５）　

県
の
指
導
で
、
薬
剤
を
竹

に
注
入
す
る
現
場
講
習
会
を

行
っ
た
。
駆
除
し
た
竹
の
処

分
方
法
に
課
題
が
あ
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

一般質問

遊休農地・耕作放棄地対策は問

ＪＡとの連携で解消に努める答



中根 久治 議員

暗い三ヶ根駅前の道

8平成23年10月27日

　

節
電
が
求
め
ら
れ
て
い

る
時
期
に
防
犯
灯
や
街
路
灯
、

そ
し
て
公
園
灯
の
設
置
と
運
営

管
理
は
適
正
か
。
町
政
の
「
節

電
」
へ
の
本
気
度
を
問
う
。

（１）　

ク
ー
ル
ビ
ズ
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
の
目
標
達
成
率
は
。

（２）　

雨
の
日
や
朝
ま
で
点
灯
し

て
い
る
公
園
灯
は
無
駄
で
は

な
い
か
。

（３）　

防
犯
灯
と
街
路
灯
の
設
置

が
効
率
的
に
な
さ
れ
て
い
る

か
。

（４）　

三
ヶ
根
駅
前
通
り
に
防
犯

灯
や
街
路
灯
の
集
中
設
置
を

提
案
す
る
。

　

環
境
経
済
部
長　

（１）　

例

年
よ
り
半
月
前
倒
し
実
施
。

電
気
使
用
量
は
４
月
か
ら
７

月
で
2
・
9
％
減
、
本
庁
舎

で
７
月
期
前
年
比
11
・
4
％
減
。

建
設
部
長　

（２）　

照
度
セ
ン
サ

ー
で
夕
方
か
ら
夜
明
け
ま
で

点
灯
。

総
務
部
長　

（３）　

防
犯
灯
は
原

則
40
ｍ
間
隔
、
区
長
の
要
望

と
実
情
調
査
で
設
置
す
る
。

建
設
部
長　

街
路
灯
は
設
置
基

準
に
よ
り
整
備
。

総
務
部
長　

（４）　

多
数
の
人
が

利
用
す
る
道
路
の
防
犯
灯

は
、積
極
的
に
設
置
を
検
討
。

建
設
部
長　

国
県
道
と
町
道
の

交
差
点
は
、現
地
調
査
し
対
応
。

 

子
ど
も
憲
章
の

 　
　
　
　

制
定
を

　
「
幸
田
町
子
ど
も
の
権
利

に
関
す
る
条
例
」
の
実
効
化
を

す
す
め
る
た
め
の
施
策
を
問
う
。

（１）　

条
例
制
定
後
の
事
業
の
進

捗
は
。

（２）　

子
ど
も
憲
章
の
制
定
を
提

案
す
る
。

（３）　

幸
田
町
教
育
概
要
な
ど
に

常
に
掲
載
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

 

子
ど
も
施
策
推
進

 

委
員
会
で
検
討

　

参
事　

（１）　

制
定
初
年
度

の
今
年
は
、
広
報
誌
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
Ｐ
Ｒ
し
、
10
月

に
講
演
会
を
予
定
し
て
い
る
。

　

７
月
に
子
ど
も
の
権
利
擁
護

委
員
会
、
８
月
に
子
ど
も
会

議
を
開
き
啓
発
に
努
め
た
。

　

今
後
、
子
ど
も
施
策
推
進
委

員
会
や
子
ど
も
会
大
会
を
通

じ
、
権
利
保
障
に
努
め
る
。

（２）　

子
ど
も
施
策
推
進
委
員
会

の
中
で
今
後
検
討
す
る
。

教
育
長　

（３）　

条
例
の
精
神
・

内
容
は
校
長
会
・
教
頭
会
で

研
修
し
て
い
る
。
今
後
は
、

き
め
細
か
い
、
具
体
的
展
開

を
現
場
に
指
導
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
事
業
仕
分
け
の
落
と
し
穴

一般質問

三
ヶ
根
駅
前
を
明
る
く

防
犯
灯
は
積
極
的
に
設
置
を
検
討

問

答



大嶽　弘 議員

中央公園内の樹木

9 平成23年10月27日

　

公
園
の
現
状
と
活
用
に

関
し
以
下
を
問
う
。

（１）　

緑
の
基
本
計
画
に
入
る
公

園
の
数
と
面
積
は
。

（２）　

国
や
県
の
指
針
（
目
標
）

と
比
較
し
、本
町
の
現
状
は
。

（３）　

緑
に
関
す
る
町
民
意
識
調

査
に
よ
る
今
後
の
対
策
は
。

（４）　
「
あ
い
ち
森
と
み
ど
り
税
」

は
、
ど
の
よ
う
な
事
業
に
使

わ
れ
た
か
。

（５）　

利
用
者
の
多
い
公
園
の
樹

木
に
名
札
（
樹
銘
板
）
の
取

り
付
け
や
環
境
学
習
と
し
て

の
活
用
は
。

　

建
設
部
長　

（１）　

29
カ
所

で
42
・
44 

ha
に
な
る
。

（２）　

現
況
は
１
人
あ
た
り
8
・

38
㎡
で
あ
る
。
国
は
10
㎡
、

県
は
7
・
9
㎡
、
町
は
10
・

24
㎡
が
目
標
面
積
で
達
成
す

れ
ば
国
・
県
を
上
回
る
。

（３）　

緑
道
、
散
歩
道
、
河
川
公

園
な
ど
計
画
に
反
映
さ
せ
る
。

（４）　

都
市
緑
化
推
進
、
環
境
学

習
、
普
及
・
啓
発
の
３
事
業

を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

（５）　

中
央
公
園
と
彦
左
公
園
の

樹
木
に
名
札
を
設
置
し
、
学

習
の
一
翼
と
し
て
、
野
鳥
の

記
録
や
写
真
を
中
央
公
園
の

中
の
ツ
ツ
ジ
会
館
の
中
に
掲

示
す
る
。

 

相
見
駅
西
駐
車
場

 

の
料
金
体
系
は

　

第
９
次
行
政
改
革
推
進

と
し
て
、
今
年
の
４
月
に
各
種

使
用
料
と
手
数
料
が
改
訂
さ
れ

た
。

（１）　

各
種
の
値
上
げ
に
よ
る
進

捗
状
況
と
増
収
見
込
額
の
想

定
は
。

（２）　

使
用
者
（
利
用
者
）
か
ら

意
見
や
提
言
は
。

（３）　

幸
田
駅
西
駐
車
場
の
利
用

状
況
の
変
化
は
。

（４）　

相
見
駅
西
駐
車
場
は
、
幸

田
駅
西
と
同
一
町
内
で
あ

る
。
料
金
体
系
は
。

 

幸
田
駅
西
と
同
程

 

度
の
料
金
で
検
討

　

環
境
経
済
部
長　

（１）　

財

源
確
保
と
受
益
者
負
担
、
近

隣
と
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
、

約
３
３
０
０
万
円
を
見
込
ん

で
い
る
。

（２）　

苦
情
や
問
い
合
わ
せ
は
な

い
。

（３）　

昨
年
度
と
比
較
し
、
日
利

用
は
３
０
２
８
台
減
少
し
た

が
、
収
入
は
増
え
た
。
定
期

利
用
は
49
台
減
少
し
、
収
入

も
減
っ
た
。
日
利
用
の
減
少

は
震
災
の
影
響
も
大
き
い
と

思
っ
て
い
る
。

（４）　

幸
田
駅
西
駐
車
場
の
料
金

を
変
え
ず
、
相
見
も
同
程
度

の
料
金
で
検
討
し
て
い
る
。

一般質問

公園に樹銘板の取り付けを問

中央・彦左公園の樹木に名札設置答



杉浦 あきら 議員

こころの健康電話相談講演会

幸田駅前で啓発チラシ配布

10平成23年10月27日

　

職
場
で
の
う
つ
病
や
高

齢
化
に
伴
う
認
知
症
の
増
加
に

対
す
る
対
策
を
問
う
。

（１）　

過
去
の
認
知
症
予
防
事
業

の
実
施
内
容
は
。

（２）　

町
内
の
認
知
症
患
者
数
は
。

（３）　

今
後
の
啓
蒙
活
動
は
。

（４）　

昨
年
度
の
自
殺
予
防
活
動

の
内
容
は
。

（５）　

自
立
支
援
医
療
制
度
（
精

神
通
院
医
療
）
受
給
者
数
は
。

（６）　

今
後
の
予
防
対
策
は
。

（７）　

自
立
支
援
医
療
制
度
の
認

知
度
を
高
め
る
対
策
は
。

　

健
康
福
祉
部
長　

（１）　

高

齢
者
を
対
象
に
認
知
症
の
程

度
を
調
べ
、
指
体
操
、
オ
セ

ロ
ゲ
ー
ム
な
ど
の
予
防
教
室

を
開
催
し
て
き
た
。

（２）　

該
当
者
は
約
４
０
０
人
か

ら
５
０
０
人
と
推
測
す
る
。

（３）　

げ
ん
き
会
、
い
き
い
き
サ

ロ
ン
な
ど
予
防
事
業
は
引
き

続
き
お
こ
な
い
、
認
知
症
サ

ポ
ー
ト
養
成
講
座
は
対
象
者

を
拡
大
し
て
い
く
。

（４）　

こ
こ
ろ
の
健
康
講
演
会
や

啓
発
物
品
を
配
布
し
た
。

（５）　

平
成
22
年
度
末
で
３
２
０

人
で
あ
る
。

（６）　

相
談
窓
口
の
充
実
、「
自

殺
予
防
週
間
」
に
啓
発
チ
ラ

シ
を
配
布
す
る
。

（７）　

広
報
な
ど
で
周
知
し
て
い

く
。

一般質問

認
知
症
、
う
つ
病
の
支
援
と
啓
蒙

予
防
教
室
、
相
談
窓
口
を
充
実
す
る

問

答



志賀 恒男 議員

東海道線と交差する新幹線

11 平成23年10月27日

　

本
町
は
東
海
道
線
に
新

駅
を
誘
致
す
る
こ
と
に
よ
り
発

展
し
て
き
た
。

　

２
０
２
７
年
に
リ
ニ
ア
新
幹

線
が
開
業
予
定
で
あ
る
。
東
海

道
新
幹
線
は
、
の
ぞ
み
に
代

わ
っ
て
ひ
か
り
・
こ
だ
ま
の
本

数
が
増
え
、
新
駅
設
置
の
可
能

性
も
増
す
と
Ｊ
Ｒ
東
海
も
発
表
。

（１）　

第
５
次
幸
田
町
総
合
計
画

に
「
新
幹
線
駅
の
検
討
」
と

あ
る
が
、
現
在
の
状
況
は
。

（２）　

神
奈
川
県
の
東
海
道
新
幹

線
新
駅
設
置
促
進
期
成
同
盟

会
の
活
動
を
ど
う
思
う
か
。

（３）　

新
駅
設
置
を
県
に
働
き
か

け
る
考
え
は
。

　

総
務
部
長　

（１）　

リ
ニ
ア

新
幹
線
は
、
東
京
か
ら
名
古
屋

ま
で
が
16
年
後
で
あ
り
、
現
時

点
で
特
段
の
検
討
は
し
て
い
な

い
。

（２）　

神
奈
川
県
寒
川
町
は
、
県

中
央
地
域
発
展
の
た
め
、
県

主
導
の
誘
致
活
動
で
あ
り
、

本
町
と
現
状
が
異
な
っ
て
い

る
点
で
あ
る
。

（３）　

場
所
の
優
位
性
は
あ
る

が
、
地
形
的
に
不
利
な
面
も

あ
る
。

町
長　

あ
え
て
幸
田
町
に
誘
致

す
る
こ
と
が
、
町
民
の
幸
せ
に

つ
な
が
る
か
ど
う
か
。
今
の
段

階
で
県
に
働
き
か
け
る
予
定
は

な
い
。

 

町
職
員
の
給
料
は

 

高
す
ぎ
る

　

年
間
予
算
の
20
％
前
後

を
占
め
る
人
件
費
。
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
で
平
成
22
年
度
は

23
％
に
な
っ
た
。

　

東
日
本
大
震
災
や
超
円
高
に

よ
る
自
動
車
産
業
へ
の
打
撃
で

今
後
も
税
収
低
迷
と
予
想
。

（１）　

年
間
予
算
の
23
％
を
占
め

る
人
件
費
は
適
正
か
。

（２）　

税
収
が
落
ち
込
ん
だ
時
の

給
与
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
。

（３）　

国
家
公
務
員
と
比
べ
、
町

職
員
の
給
与
は
適
正
か
。

（４）　

町
職
員
の
給
与
指
数
は
、

県
市
町
で
上
か
ら
４
番
目
。

地
域
手
当
５
％
、
住
宅
手
当

の
見
直
し
が
必
要
で
は
。

 

現
状
水
準
で

 

問
題
な
い

　

総
務
部
長　

（１）　

全
体
事

業
の
中
で
比
較
す
る
こ
と
は
、

適
当
か
ど
う
か
疑
問
で
あ
る
。

義
務
的
経
費
を
適
正
に
管
理
し

て
財
政
が
硬
直
化
し
な
い
よ
う

財
政
運
営
、
人
事
管
理
を
し
て

い
く
。

（２）　

民
間
の
平
均
の
方
に
な
ら

っ
て
増
減
し
て
い
る
。

（３）　

国
家
公
務
員
と
比
較
し
、

ト
ー
タ
ル
で
は
下
回
っ
て
お

り
現
状
水
準
で
問
題
は
な
い
。

（４）　

８
％
か
ら
５
％
に
下
げ
て

き
た
。
住
宅
手
当
対
象
者
も

平
成
21
年
度
か
ら
削
減
し
て

い
る
。

町
長　

今
後
、
こ
の
問
題
は
提

起
し
、よ
く
検
討
を
し
て
い
く
。

一般質問

新幹線駅の誘致を問

今の段階で予定はない答



水野 千代子 議員

深溝保育園の園児

12平成23年10月27日

　

夏
期
の
電
力
需
給
対
策
、

自
動
車
関
連
産
業
の
土
日
操
業

に
伴
い
、
７
月
か
ら
９
月
ま
で

休
日
保
育
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
答
え

る
た
め
、
今
後
の
取
り
組
み
を

問
う
。

（１）　

休
日
保
育
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
は
、
い
つ
・
ど
の
範

囲
で
お
こ
な
う
か
。
そ
の
結

果
に
関
わ
ら
ず
休
日
保
育
の

実
施
を
。

（２）　

集
約
保
育
は
ど
こ
で
予
定

す
る
か
。

（３）　

祝
日
・
日
曜
日
と
併
せ
て
、

土
曜
日
の
一
日
保
育
を
。

（４）　

病
児
・
病
後
児
保
育
の
実

施
を
。

　

参
事　

（１）　

ア
ン
ケ
ー
ト

は
在
園
児
童
の
保
護
者
全
員

を
対
象
に
調
査
し
、
９
月
16

日
ご
ろ
ま
で
に
回
収
す
る
。

休
日
保
育
は
来
年
度
か
ら
の

実
施
に
向
け
準
備
し
て
い
る
。

（２）　

実
施
園
は
、
ア
ン
ケ
ー
ト

の
結
果
や
保
育
現
場
と
の
協

議
を
し
な
が
ら
、
今
後
検
討

し
て
い
く
。

（３）　

休
日
保
育
に
併
せ
て
、
検

討
す
る
。

（４）　

国
の
、
子
ど
も
子
育
て
新

シ
ス
テ
ム
の
動
向
を
見
な
が

ら
町
内
の
医
療
機
関
の
施
設

利
用
な
ど
、
さ
ら
に
研
究
し

て
い
く
。

 

子
宮
頸
が
ん
予
防

 

接
種
の
公
費
継
続
を

　

各
予
防
接
種
は
、
疾
病

の
影
響
、
ワ
ク
チ
ン
効
果
、
医

療
経
済
的
な
評
価
も
あ
る
。
公

費
助
成
で
接
種
の
促
進
を
。

（１）　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
の
新
対
象
者
と
予
算
額
は
。

（２）　

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ

ン
、
ヒ
ブ
・
小
児
用
肺
炎
球

菌
ワ
ク
チ
ン
の
公
費
助
成
の

継
続
を
。

（３）　

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
が
、
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

の
助
成
を
す
る
と
聞
く
が
、

内
容
は
。

（４）　

広
域
連
合
の
助
成
を
受

け
、
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
公
費
助
成
を
。

 

国
の
動
向
を

 

見
て
検
討
す
る

　

健
康
福
祉
部
長　

（１）　

１

６
５
人
で
、
６
７
０
万
円
ほ

ど
見
込
ん
で
い
る
。

（２）　

継
続
が
望
ま
し
い
が
、
国

が
検
討
中
で
あ
り
、
こ
の
動

向
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

（３）　

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
に
対
す
る
予
防
接
種
費
用

か
ら
自
己
負
担
額
を
除
い
た

市
町
村
の
助
成
額
と
、
事
業

の
実
施
に
か
か
る
事
務
経
費

が
補
助
対
象
と
な
る
。

（４）　

単
年
度
事
業
で
あ
り
、
他

市
町
の
現
況
な
ど
見
極
め
て

判
断
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
小
・
中
学
校
に
ミ
ス
ト
シ
ャ

ワ
ー
の
導
入
を
。

一般質問

休
日
保
育
は
い
つ
か
ら
か

来
年
度
か
ら
実
施

問

答



都築 一三 議員

ごみステーション

えこたん

13 平成23年10月27日

　

（１）　

今
回
の
東
日
本
大

震
災
の
教
訓
か
ら
、
本
町
取

り
組
み
の
ソ
ー
ラ
ー
発
電
の

普
及
に
さ
ら
な
る
Ｐ
Ｒ
を
し

て
い
く
考
え
は
な
い
か
。

（２）　

エ
コ
坊
や
、ソ
ー
ラ
ー
娘
、

ミ
ス
ソ
ー
ラ
ー
を
登
場
さ
せ

エ
コ
の
町
お
こ
し
を
。

（３）　

再
生
可
能
な
発
電
の
政
策

が
今
後
研
究
開
発
さ
れ
そ
の

時
代
を
踏
ま
え
て
我
が
町
で

の
対
策
は
。

（４）　

風
力
発
電
は
幸
田
町
に
は

適
さ
な
い
の
か
。

　

環
境
経
済
部
長　

（１）　

今

回
の
東
日
本
大
震
災
を
ふ
ま

え
て
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

有
効
活
用
を
町
づ
く
り
の
一

つ
の
施
策
と
し
た
い
。

（２）　
「
え
こ
た
ん
」
を
ソ
ー
ラ
ー

発
電
の
普
及
に
活
用
す
る
。

総
務
部
長　

（３）　

大
震
災
な
ど

に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
情
の

変
化
に
対
応
し
、
よ
り
よ
い

も
の
で
あ
れ
ば
、
一
歩
踏
み

込
ん
で
考
え
る
。

（４）　

風
力
発
電
に
は
年
平
均
風

速
6
・
8
ｍ
／
秒
以
上
が
必

要
と
さ
れ
、
町
の
自
然
条
件

に
は
合
わ
な
い
。

 

ご
み
処
理
の

 

経
費
削
減
を

　

（１）　

本
町
に
お
け
る
ご

み
減
量
化
へ
の
取
り
組
み
は
。

（２）　

幸
田
町
民
の
出
す
一
般
廃

棄
物
の
随
意
契
約
を
指
名
競

争
入
札
に
し
た
結
果
と
成
果

は
。

（３）　

一
般
家
庭
ご
み
の
収
集
以

外
で
随
意
契
約
の
業
務
内
容

と
件
数
の
契
約
内
容
は
。

（４）　

現
在
の
随
意
契
約
を
指
名

競
争
入
札
に
し
て
経
費
削
減

の
考
え
は
。

（５）　

分
別
収
集
に
よ
る
資
源
売

り
払
い
収
入
は
。

 

競
争
入
札
を

 
研
究
す
る

　

環
境
経
済
部
長　

（１）　

ご

み
の
減
量
と
資
源
化
は
し
っ
か

り
と
取
り
組
ん
で
お
り
、
町
民

一
人
当
た
り
の
ご
み
の
排
出
量

は
県
下
で
も
非
常
に
少
な
い
。

（２）　

年
間
で
１
６
２
５
万
４
０

０
０
円
の
経
費
削
減
で
あ
る
。

（３）　

収
集
運
搬
関
係
で
、
随
意

契
約
が
17
件
。
単
価
契
約
が

11
件
、
そ
れ
以
外
が
６
件
と

な
る
。

（４）　

業
務
の
特
殊
性
か
ら
入
札

に
は
適
さ
な
い
と
思
う
が
、

継
続
研
究
す
る
。

（５）　

年
間
の
歳
入
と
し
て

７
８
０
万
円
で
あ
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

・
町
民
会
館
周
辺
の
整
備

一般質問

ソーラー発電で町おこし問

「えこたん」を活用する答



伊藤 宗次 議員

岡崎市中央クリーンセンター外観

14平成23年10月27日

　

個
人
町
民
税
が
前
年
度

比
で
14
・
4
％
、
３
億
５
０
０

０
万
円
と
大
き
く
落
ち
込
み
、

町
民
生
活
の
厳
し
さ
を
示
し
て

い
る
の
に
、
理
由
な
き
公
共
料

金
３
７
０
０
万
円
も
値
上
げ

し
、
10
・
85
％
、
６
０
０
０
万

円
も
の
国
保
税
増
税
で
生
活
を

苦
し
め
る
町
政
だ
。

　

高
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
無

料
化
は
、
暮
ら
し
支
え
る
施
策

で
、
町
長
の
政
策
に
も
合
致
す

る
。

　

対
象
者
１
４
４
６
人
、
２
２

７
４
万
円
あ
れ
ば
実
現
で
き
る
。

　

犬
山
市
は
す
で
に
実
施
し
、

西
三
河
９
市
で
も
実
現
の
動
き

も
あ
る
。

　

子
育
て
支
援
、
暮
ら
し
支
援

で
実
現
を
。

　

健
康
福
祉
部
長　

２
２
７

４
万
円
は
、
国
民
健
康
保
険
か

ら
の
推
計
で
あ
る
。
実
際
の
対

応
に
は
詳
細
な
デ
ー
タ
の
確
認

が
必
要
で
あ
る
。

町
長　

県
下
で
は
犬
山
市
の
み

が
実
施
し
て
い
る
。
現
在
の
財

政
上
や
来
年
度
予
算
の
問
題
、

近
隣
の
状
況
を
見
な
が
ら
検
討

し
た
い
。
い
ろ
い
ろ
な
子
育
て

支
援
や
政
策
の
中
で
、
一
つ
一

つ
実
現
し
て
行
く
考
え
。
財
政

状
況
な
ど
を
含
め
、
優
先
度
を

考
え
な
が
ら
す
す
め
た
い
。

 
対
等
の
負
担
で

 
ご
み
処
理
に
参
画
を

　

岡
崎
市
中
央
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、
稼
働
し

て
い
る
。

　

建
設
負
担
金
を
対
等
で
負
担

し
、
ご
み
処
理
事
業
で
共
同
事

業
に
参
画
す
べ
き
だ
。

　

建
設
負
担
金
は
、
人
口
比
、

ご
み
搬
入
量
比
と
す
べ
き
で
、

19
億
円
余
の
負
担
は
対
等
と
は

言
え
ぬ
。

　

ご
み
処
理
経
費
負
担
で
は
、

ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
料
金
で
異
常
に

高
い
料
金
を
押
し
つ
け
、
幸
田

町
が
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
。

　

自
治
体
間
は
、
対
等
平
等
が

原
則
だ
。

　

主
張
す
べ
き
は
主
張
し
、「
外

は
ば
か
り
の
内
弁
慶
」
で
い
い

は
ず
は
な
い
。

　

町
民
と
幸
田
町
の
利
益
を
守

る
べ
き
だ
。

 

広
域
行
政
で

 

友
好
的
に
す
す
め
る

　

町
長　

岡
崎
市
と
は
連
携

を
密
に
し
、
広
域
行
政
の
中
で

対
等
と
は
い
え
な
い
が
、
言
う

べ
き
こ
と
は
言
い
、
お
互
い
に

理
解
し
友
好
的
に
す
す
め
た
い
。

環
境
経
済
部
長　

１
２
４
億
１

０
０
０
万
円
に
対
し
、
事
務
経

費
10
％
、
建
設
費
割
45
％
、
人

口
割
45
％
に
分
類
す
る
こ
と
で

す
す
め
て
い
る
。

　

町
負
担
分
は
、
合
計
19
億
５

０
０
０
万
円
の
見
込
み
で
あ
る
。

　

維
持
負
担
は
、
岡
崎
も
幸
田

も
同
じ
で
、
搬
入
ご
み
量
と
い

う
考
え
で
す
す
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15 平成23年10月27日

会　派 所属議員名 事業費 政務調査費
交付額 主な使途 調査内容

清友会 下表のとお
り※ 38万6945円 36万円

調査研究視察費
（千葉県袖ケ浦市）
資料購入費
（住宅地図）

・郷土資料館
・市営墓地公園

日本共産党
幸田町
　　議員団

伊藤　宗次
丸山千代子 12万6845円 12万円

調査研究視察費
（滋賀県甲賀市、福井県
あわら市、石川県野々
市町）
自治体政策セミナー
資料購入費
（書籍、住宅地図）

生ごみ肥料化、廃プラリ
サイクルセンター
ＪＲあわら駅周辺整備事
業、区画整理事業、自立
のまち選択の経過
こども子育て新システ
ム、貧困率について

新政クラブ 鈴木　修一
内田　　等 8万5540円 12万円

（内3万4460円返還） デジタルカメラ購入費

− 杉浦　　務 0円 6万円
（全額返還） なし

− 水野千代子 6万135円 6万円

調査研究視察費
（兵庫県伊丹市・尼崎市・
埼玉県所沢市・神奈川
県川崎市）

・ことば科、計算科の導
入

・空き家等の適正管理
・男女共同参画センター

など

− 酒向　弘康 6万1090円 6万円

資料購入費
（地方議会議員活動デー
タファイル・地方自治
体情報誌）ほか

全国自治体の独自性ある
事業や施策に関する収録
情報の調査研究

− 鈴木三津男 6万4490円 6万円 清友会と同じ 清友会と同じ

清友会　 鈴木　博司・夏目　一成・大須賀好夫・足立　嘉之・池田　久男・大嶽　弘

※

　政務調査費とは、議員が通常の議会活動とは別に、それぞれ
の会派または議員個人が、議員としての知識向上や見聞を広め
たり、資質向上を図るために交付される調査研究費です。
　幸田町では平成16年4月から交付されています。
　交付額は1人年額6万円となっており、研究研修費、調査旅費、
資料費、広報費、公聴費などに限定され、収支報告書にはすべ
ての証拠書類などの写しを添えて報告することとなっています。
　平成22年度の主な使途は、次のとおりです。

政務調査費

のゆくえ


